
  

講演者（パネリスト） 

ディオン・フィルマー 世界銀行 世界開発報告（WDR）2018 執筆担当共同局長  

世界銀行開発経済総局開発リサーチグループリードエコノミスト、アフリカ地域総局人間開発局リードエコ

ノミストを歴任。人的資本・スキル、サービスデリバリー、人間開発政策・プログラムのインパクトなどの

業務に携わり、教育、保健、社会保護、貧困・平等などの研究に従事。近共著にMaking Schools Work: New 

Evidence from Accountability Reforms や Youth Employment in Sub-Saharan Africaがある。『世界開発報

告 1995：統合を深める世界における労働者』、『世界開発報告 2004：貧困層向けにサービスを機能させる』

の主要執筆メンバーでもある。ブラウン大学博士号及び修士号、タフツ大学MBA取得。 

 

ハルゼイ・ロジャース 世界銀行 世界開発報告（WDR）2018 執筆担当共同局長 

教育グローバルプラクティス・リードエコノミストとして、教員政策に関する業務に従事。持続可能な開発
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